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今
秋
の
国
会
に
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
の
改
正

案
が
提
出
さ
れ
た
。
農
業
な

ど
十
四
の
業
種
に
就
労
外
国

人
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
も

の
▼
こ
れ
に
つ
い
て
Ｃ
Ｌ
Ｌ

活
動
「
新
聞
カ
フ
ェ
」
で
学

生
諸
君
が
議
論
し
た
と
い
う

記
事
が
中
日
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
▼
こ
の
日
の
出
席
者
の

う
ち
反
対
が
三
人
、
賛
成
が

一
人
だ
っ
た
と
い
う
。
慎
重

派
の
反
対
意
見
に
対
し
て
、

「
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
は
外
国

人
が
当
た
り
前
で
違
和
感
が

な
い
」
と
い
う
賛
成
の
意
見

▼
気
づ
け
ば
、
外
国
の
人
達

に
手
伝
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
世
の
中
が
成
り
立
た
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
い
て
興
味

深
い
▼
看
護
師
や
介
護
士
は

す
で
に
高
度
人
材
と
し
て
外

国
人
候
補
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
候
補
者
は
出
身
国
の

看
護
大
学
を
卒
業
し
た
エ
リ

ー
ト
だ
▼
本
学
も
関
係
機
関

と
の
協
定
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム

人
看
護
師
候
補
者
の
日
本
語

教
育
を
実
施
。
三
名
が
難
関

の
国
家
試
験
に
合
格
し
、
看

護
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

▼
本
年
度
か
ら
現
代
日
本
社

会
学
部
で
も
留
学
生
の
受
け

入
れ
が
始
ま
っ
た
。将
来
、研

究
高
度
人
材
と
し
て
の
活
躍

も
期
待
さ
れ
る
▼
日
本
語
が

話
せ
る
こ
と
と
日
本
語
を
教

え
ら
れ
る
こ
と
は
同
じ
で
は

な
い
。
日
本
人
の
学
生
諸
君

に
も
高
い
意
識
を
も
っ
て
日

本
語
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。

雪
降
れ
ば

　
冬
ご
も
り
せ
る

　
　
　
　
草
も
木
も

春
に
知
ら
れ
ぬ

　
花
ぞ
咲
き
け
る紀

貫
之

　

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
六
人
の
選
手

全
員
が「
ほ
ぼ
完
璧
な
仕
上
が
り
」

で
臨
ん
だ
初
め
て
の
出
雲
駅
伝
。

一
区
の
川
瀬
翔
矢
選
手（
現
日
２
）

が
ト
ッ
プ
と
の
タ
イ
ム
差
五
五
秒

の
力
走
で
弾
み
を
つ
け
る
と
、
四

区
の
桑
山
楓
矢
選
手（
同
）が
区
間

十
三
位
、
五
区
の
山
下
慧
士
選
手

（
国
史
３
）
が
区
間
十
二
位
と
駅
伝

初
登
場
と
は
思
え
な
い
堂
々
の
走

り
を
見
せ
、
現
行
コ
ー
ス
で
の
東

海
地
区
勢
で
は
最
高
順
位
・
最
高

タ
イ
ム
と
な
る

十
四
位
（
二
時

間
一
八
分
五
五

秒
）
で
ゴ
ー
ル

し
た
。

　

今
回
か
ら
区

間
距
離
が
変
更

さ
れ
た
全
日
本

大
学
駅
伝
に
は

二
年
連
続
の
出

場
と
な
っ
た
が
、

川
瀬
選
手
は
調

子
が
上
が
ら
ず

急
き
ょ
欠
場
に
。

エ
ー
ス
不
在
の

中
、
八
名
が
粘

り
の
走
り
を
見
せ
る
も
結
果
は
昨

年
か
ら
順
位
を
一
つ
下
げ
、
十
八

位（
五
時
間
三
五
分
〇
六
秒
）。
最
終

の
第
七
中
継
所
で
無
念
の
繰
上
げ

ス
タ
ー
ト
に
な
る
な
ど
悔
し
さ
の

残
る
内
容
と
な
っ
た
が
、出
雲
、全

日
本
と
も
に
来
年
の
東
海
地
区
の

出
場
枠
「
二
」
を
確
保
し
、
次
へ

の
望
み
を
繋
い
だ
。

　
「
全
日
本
前
の
最
終
段
階
で〝
攻

め
の
意
識
〟が
欠
け
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
が
レ
ー
ス
に
表
れ
た
よ
う
に

思
う
」
と
日
比
勝
俊
監
督
。「
た
だ
、

自
分
た
ち
の
良
さ
、
成
長
を
実
感

で
き
る
面
も
多
々
あ
っ
た
。
十
二

　

九
月
二
十
九
日
、
三
十
日
に

日
本
武
道
館
に
て
開
催
さ
れ
た

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
に
本
学
柔
道
部
か
ら
男

子
十
名
、女
子
三
名
が
出
場
。第

五
位（
ベ
ス
ト
８
）が
一
名
、第
九

位（
ベ
ス
ト
16
）が
四
名
と
、同
部

史
上
最
高
の
成
績
を
収
め
た
。

ま
た
、十
月
二
十
日
、二
十
一
日

に
ベ
イ
コ
ム
尼
崎
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
た
全
日
本
学
生
柔
道

体
重
別
団
体
優
勝
大
会
で
は
法

政
大
学
を
三
―
〇
、
京
都
産
業

大
学
を
五
―
〇
で
下
し
、
第
九

位
と
健
闘
。
さ
ら
に
十
一
月
三

日
、
四
日
に
開
か
れ
た
講
道
館

杯
に
初
出
場
し
た
瀨
古
翔
洋
さ

ん（
教
育
４
）が
ベ
ス
ト
16
に
輝

く（
八
面
参
照
）な
ど
個
人
・
団
体

と
も
に
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

　

佐
藤
武
尊
部
長
は
「
大
会
直

前
に
大
怪
我
を
負
い
な
が
ら
も

執
念
で
畳
に
立
っ
た
者
、
屈
指

の
実
力
者
相
手
に
接
戦
に
持
ち

込
ん
だ
者
、
全
身
全
霊
で
サ
ポ

ー
ト
に
徹
し
た
者
な
ど
、
全
員

が
一
枚
岩
と
な
り
戦
っ
た
結
果
。

さ
ら
な
る
高
み
を
め
ざ
し
て
い

学生二大駅伝で
粘りの走り

　
本
学
駅
伝
競
走
部
が
十
月
八
日（
月・祝
）に
行
わ
れ
た
第
三
十
回
出
雲

全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
に
初
出
場
し
、
十
四
位
と
健
闘
。
二
年
連

続
の
伊
勢
路
と
な
っ
た
十
一
月
四
日（
日
）の
秩
父
宮
杯�

第
五
十
回
全
日

本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
で
は
十
八
位
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ

た
。目
標
と
し
て
い
た
順
位
に
は
わ
ず
か
に
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、両

大
会
と
も
来
年
の
東
海
地
区
出
場
枠「
二
」を
確
保
し
、次
へ
と
繋
げ
た
。

月
の
東
海
学
生
駅
伝
二
連
覇
に
向

け
、
今
回
の
反
省
と
自
信
を
生
か

し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

六
月
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
全
天

候
型
に
整
備
さ
れ
、
館
友
を
は
じ

め
学
内
外
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
支
援

の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
期

待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
今
回
の

悔
し
さ
を
力
に
変
え
、
大
き
く
成

長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
に
違

い
な
い
。

　

柔
道
部
が
全
日
本
で
過
去
最
高
の
成
績

第
五
位
が
一
名
、第
九
位
が
四
名

た
彼
ら
を
前
に
、
指
揮
官
と
し

て『
満
足
』と
言
っ
て
は
な
ら
な

い
が
、『
地
方
で
良
く
頑
張
っ
て

い
る
な
』
と
声
を
掛
け
ら
れ
る

こ
と
は
増
え
て
い
る
」
と
選
手

た
ち
の
奮
闘
ぶ
り
を
評
価
し
た
。

も
は
や
〝
日
本
一
〟
が
手
の
届

く
位
置
に
ま
で
き
て
い
る
柔
道

部
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
大
だ
。

ご
挨
拶

　
平
素
よ
り
本
学
園
の
教
育
・
研
究
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
、
謹
ん
で
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
の

度
は
、
本
学
強
化
指
定
ク
ラ
ブ（
駅
伝
競
走
部
・
柔
道
部
）全
国
大

会
出
場
に
際
し
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た

る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
を
舞
台
に
し
た
今
回
の
経
験
を
礎
に
、
こ
れ
か
ら
も
一
層

の
精
進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
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来
年
の
東
海
地
区
出
場
枠「
二
」を
確
保

歌
ご
よ
み

出雲大社前の参道を走る選手たち。大勢の館友が応援に駆け付けた

地元市民や学生の声に力を得て、ゴールの伊勢
神宮をめざし懸命に走る平野選手

全日本学生柔道体重別選手権大会�９/２９・３０
第 ５ 位

（ベスト ８） ６０㎏級 瀨 古 翔 洋（教育 ４）

第 ９ 位
（ベスト１６）

 ６６㎏級 勝 野 肇 章（コミュ４ ）
 ８１㎏級 太郎丸裕平（教育 ４）
１００㎏級 牛 丸 了 英（国文 ４）
 ６３㎏級 浅 井 萌 加（教育 ４）

全日本学生柔道体重別団体優勝大会�１０/２０・２１
第 ９ 位

（ベスト１６） 男子団体

強化指定クラブ（駅伝競走部・柔道部）
全国大会出場協賛金納入状況報告�H３０.１１.3０現在

区　　分 件 数 協 賛 金（円）

宗 教 界  54 2,453,000
企 業  32 1,723,000
館 友 139 1,112,000
萼の会保護者 　　1 20,000
一 般  14 175,000
本法人関係 　　6 646,000
合　　計 246 6,129,000

着実に力をつけている柔道部

出　雲 １４位

全日本 １８位

第５０回全日本大学駅伝（8 区106.8 km）
順位 大 学 名 記 録

１ 青山学院大学 ５：１３：１１
２ 東 海 大 学 ５：１５：３１
３ 東 洋 大 学 ５：１５：５７
４ 駒 澤 大 学 ５：１７：２９
５ 帝 京 大 学 ５：１８：３４
６ 國 學 院 大 學 ５：１９：５０
７ 法 政 大 学 ５：２０：２１
８ 城 西 大 学 ５：２０：２９
９ 明 治 大 学 ５：２０：３７

１０ 神 奈 川 大 学 ５：２１：０６
１１ 日 本 大 学 ５：２１：０８
１２ 日本体育大学 ５：２１：３９
１３ 順 天 堂 大 学 ５：２２：１４
１４ 中央学院大学 ５：２２：１８
１５ 早 稲 田 大 学 ５：２３：２１
１６ 立 命 館 大 学 ５：２４：４６
１７ 京都産業大学 ５：３２：２３
１８ 皇 學 館 大 学 ５：３５：０６
１９ 愛知工業大学 ５：３８：１４
２０ 広島経済大学 ５：４０：１４
２１ 第一工業大学 ５：４０：２１
２２ 大阪経済大学 ５：４１：４４
２３ 札幌学院大学 ５：４４：３４
２４ 新潟医療福祉大学 ５：４６：４６
２５ 東 北 大 学 ５：４９：３４

日本学連選抜 ５：２６：５０
東海学連選抜 ５：３６：３４

第３０回出雲駅伝（6 区45.1 km）
順位 大 学 名 記　録

１ 青山学院大学 ２：１１：5８

２ 東 洋 大 学 ２：１２：１０

３ 東 海 大 学 ２：１３：３１

４ 拓 殖 大 学 ２：１４：１６

５ 帝 京 大 学 ２：１５：０２

６ 中央学院大学 ２：１５：０４

７ 立 命 館 大 学 ２：１５：０７

８ 城 西 大 学 ２：１５：１１

９ 日本体育大学 ２：１５：３１

１０ 早 稲 田 大 学 ２：１５：３４

１１ アイビーリーグ
選 抜 ２：１６：０１

１２ 法 政 大 学 ２：１６：１４

１３ 京都産業大学 ２：１７：４７

１４ 皇 學 館 大 学 ２：１８：５５

１５ 日本文理大学 ２：２１：２５

１６ 札幌学院大学 ２：２１：３３

１７ 大阪経済大学 ２：２２：０８

１８ 北信越学連選抜 ２：２２：１７

１９ 札幌国際大学 ２：２２：３０

２０ 広島経済大学 ２：２２：３４

２１ 東北学連選抜 ２：２４：２８

■注目記事
　� ２面

田中卓元学長のご葬儀しめやかに
地域連携� ３面

月例文化講座開講４００回
グローバル� ４面

ヨーク大学夏期語学研修�
体験者レポート
特別企画� ５面

倉田山移転１００年
高中トピックス� ６面

「家族に感謝する日」の行事 ほか
学園祭レポート� ７面

平成最後の学園祭が閉幕
アクティブスチューデント� ８面

山城美菜さんら日本チームがキンボール
スポーツアジアカップで優勝
岡村真衣さんが�
ミス伊勢志摩グランプリに ほか

皇
學
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報

皇
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報
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平
成
三
十
年
度

内
定
状
況（
中
間
報
告
）

四
六
七
名
が
内
定
内
定
率
六
三
・
二
％

（
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
現
在
）

秋空の下、山室山参拝・ 
参拝見学を実施

　本居宣長の命日である₁₁月 ₅ 日（旧暦 ₉ 月₂₉
日）にあわせ、毎年この時期に行われている山
室山参拝及び参拝見学が₁₁月 ₈ 日に実施され、
学部・専攻科の学生₁₅₄₉名と教職員がそれぞ
れの目的地に赴いた。神宮皇學館時代からの
伝統行事である山室山参拝では宣長の奥墓を
参拝の後、墓前にて入選歌の献詠が行われ、先
人への畏敬の念を深めた一日となった。

◆入 選 歌（抜粋）

林崎の文
ふ み

庫
く ら

の碑に大
う

人
し

仰ぎ 
わが学

ま な び や

館の千代を祈りぬ（清水潔学長）

奥つ城の山の桜木そびえ立ち 
大人の心の大和萌え出づ（押田みずき・国文 ₃）

天
あ ま

照
て

らす神
か み

の御稜威を蒙
かがふ

りて 
道を照

て

らせる鈴
すずの

屋
や の

大
う

人
し

（工藤超・国文博前 ₂）

各学年の参拝・見学先
学年 学　部 参拝・見学先

１ 年 文 学 部

◦山室山（参拝・献詠・講話）
◦本居宣長記念館
◦斎宮歴史博物館
◦さいくう平安の杜

２年

文 学 部 ◦瀧原宮
◦丹生神社・神宮寺（丹生大師）

教育学部 ◦二見興玉神社◦金剛證寺
◦内宮（一般参拝）

現代日本	
社会学部

◦伊雑宮◦相差海女文化資料館
◦神明神社

３年 文 学 部 ◦伊雑宮◦海の博物館◦金剛證寺
４年 文 学 部 ◦結城神社◦三重県総合博物館

専 攻 科
◦山室山（参拝・献詠・講話）
◦松浦武四郎記念館
◦斎宮歴史博物館

　
今
年
度
も
広
報
活
動
三
月
解
禁
、
採
用
選
考
六
月
開
始
で

就
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
十
一
月
一
日
現
在
の
内
定
率
は
六

三・二
％（
教
員
・
保
育
専
願
の
未
定
者
を
除
く
と
七
六・三
％
）と

な
り
、
四
六
七
名（
卒
業
予
定
者
七
六
四
名
）が
内
定
を
得
て
い

る
。
な
お
、十
月
九
日
、経
団
連
は
現
在
の
大
学
二
年
生
か
ら

現
行
の
就
活
ル
ー
ル（
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
）を
廃
止
す
る

こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
の
廃
止
に
よ
っ
て
採
用
活
動

の
時
期
が
見
通
せ
な
く
な
り
学
業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
政
府
主
導
の
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
が
待
た
れ
る
。

　

今
年
は
昨
年
以
上
の
売
り

手
市
場
と
な
り
、
十
一
月
一

日
現
在
の
企
業
の
内
定
者
数

は
三
二
三
名
と
、
昨
年
度
卒

業
生
の
企
業
就
職
者
数
（
三

〇
九
名
）を
上
回
っ
た
。
一
方

で
、
自
身
の
適
性
や
応
募
企

業
へ
の
理
解
不
足
は
入
社
後

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
企
業
は
〝
チ

ー
ム
と
し
て
働
け
る
か
〟〝
や

る
気
が
あ
る
か
〟
と
い
っ
た

特
性
や
意
欲
面
を
見
て
判
断

し
て
い
る
。
売
り
手
市
場
と

は
い
え
、
準
備
を
し
っ
か
り

整
え
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

三
重
県
内
の
主
な
自
治
体

の
競
争
倍
率
は
、
桑
名
市

一
八
・
一
倍
、四
日
市
市
五
・

六
倍
、
鈴
鹿
市
九
・
〇
倍
、
津

　

十
一
月
一
日
現
在
で
一
三

八
社
二
一
〇
名
の
求
人
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
昨
年
同
時

期
に
比
べ
十
九
社
三
十
七
名

増
と
、
現
状
で
は
昨
年
度
以

上
の
求
人
状
況
で
あ
る
。
神

職
課
程
履
修
者
の
中
に
は
早

い
段
階
か
ら
企
業
・
団
体
、公

務
員
を
目
指
す
学
生
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
今

年
度
の
奉
職
者
数
は
昨
年
度

と
同
数
程
度
と
な
る
見
込
み

だ
。

　

神
社
奉
職
希
望
者
に
対
す

る
採
用
内
定
率
は
七
三・
三

　

平
成
三
十
年
度
教
員
採
用

試
験
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、

本
学
か
ら
は
三
重
県
で
七
十

四
名
、
他
県
で
は
二
十
五
名

（
現
役
の
み
、
昨
年
度
比
十
名

増
）が
合
格
を
果
た
し
た
。教

員
採
用
に
つ
い
て
は
全
国
的

な
少
子
化
の
影
響
を
受
け
、

三
重
県
小
学
校
で
は
採
用
者

数
が
昨
年
に
比
べ
六
十
名
減

の
一
九
二
名
の
中
、
本
学
は

既
卒
を
含
め
六
十
三
名
が
合

一
般
企
業
昨
年
度
卒
業
生
の

企
業
就
職
者
数
を
上
回
る

公
務
員
公
務
員
人
気
は
根
強
く

神
社
関
係
昨
年
度
以
上
の
求
人
状
況

教
職
関
係
九
十
九
名
が
教
員
に
合
格 

七
年
連
続
三
重
県
ト
ッ
プ

％
（
昨
年
八
〇
・
四
％
）。
内
訳

は
、学
部
生
三
十
四
名
・
専

攻
科
生
九
名
・
科
目
等
履
修

生
一
名
の
計
四
十
四
名
（
昨

年
同
時
期
三
十
六
名
）
と
な
っ

て
い
る
（
十
一
月
一
日
現
在
）。

た
だ
学
生
の
中
に
は
進
路
を

決
め
か
ね
て
い
る
学
生
も
お

り
、
神
職
養
成
担
当
で
は
引

き
続
き
未
内
定
者
の
個
別
面

談
や
面
接
指
導
を
行
い
、
神

社
関
係
へ
の
奉
職
希
望
者
が

全
員
採
用
内
定
出
来
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

市
八
・
三
倍
、
松
阪
市
七
・
六

倍
、伊
勢
市
七
・
五
倍
。
現
時

点
で
の
本
学
学
生
の
公
務
員

合
格
者
二
十
九
名
の
内
訳
は
、

三
重
県
一
名
（
福
祉
技
術
職
）、

警
察
十
三
名
（
警
視
庁
一
、三

重
県
警
十
一
、
兵
庫
県
警
一
）、

消
防
二
名
、
皇
宮
警
察
一
名
、

法
務
教
官
一
名
、
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
一
名
、
自
衛
隊
一

般
曹
候
補
生
五
名
、
自
衛
官

候
補
生（
任
期
制
）四
名
と
な

っ
て
い
る
。

格
し
、
三
重
県
全
体
の
合
格

者
に
占
め
る
本
学
の
割
合
は

三
二
・
八
％
と
七
年
連
続
三

重
県
ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
い

る
。
ま
た
、
三
重
県
中
学
校

で
は
国
語
（
競
争
率
一
一
・
五

倍
）
が
全
体
の
合
格
者
数
十

一
名
の
う
ち
四
名
、社
会（
競

争
率
二
〇
・
四
倍
）
は
八
名
中

三
名
を
本
学
が
占

め
る
好
結
果
と
な

っ
た
。

　
〈
教
職
支
援
担

当
〉
で
は
個
人
指

導
を
徹
底
し
、
三

名
の
教
職
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
進
路
相
談
や
履
歴

書
・
論
作
文
添
削
、
集
団
討

論
等
各
種
面
接
練
習
を
担
当

し
て
い
る
。
試
験
直
前
期
に

は
学
部
教
員
に
よ
る
実
技
特

訓（
ピ
ア
ノ
、
器
械
運
動
、
リ
ス

ニ
ン
グ
）を
実
施
。
ま
た
、
一

年
生
か
ら
個
人
面
談
お
よ
び

論
作
文
指
導
を
行
い
、
教
育

問
題
等
に
つ
い
て
調
べ
学
習

に
取
り
組
む
な
ど
早
期
か
ら

意
識
を
高
め
る
よ
う
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
教
職
希
望
者

は
こ
れ
ら
の
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
、
入
念
な
準
備
を

し
て
試
験
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

略
　
歴

昭
和
17
年	

大
阪
府
立
浪
速
高
等
学
校	

卒
業

昭
和
20
年	

東
京
帝
国
大
学
文
学
部	

国
史
学
科
卒
業

昭
和
25
年	

府
立
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学	

講
師

昭
和
26
年	

府
立
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学	

助
教
授

昭
和
29
年	

府
立
大
阪
社
会
事
業
短
期
大
学	

教
授

昭
和
35
年	

文
学
博
士

昭
和
37
年	

皇
學
館
大
学
教
授

昭
和
37
年	

皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
長

昭
和
48
年	

皇
學
館
大
学
文
学
部
長

昭
和
55
年	

皇
學
館
大
学
学
長	

（
〜
昭
和
63
年
）

平
成
４
年	

皇
學
館
大
学
大
学
院
教
授

平
成
６
年	

皇
學
館
大
学
退
職
、	

皇
學
館
大
学
名
誉
教
授

平
成
10
年	

勲
三
等
瑞
宝
章

【
主
要
著
書
】

『
田
中
卓
著
作
集
』
全
12
冊（
国
書
刊
行

会
）、『
続
・
田
中
卓
著
作
集
』
全
６
冊

（
国
書
刊
行
会
）、『
田
中
卓
評
論
集
』
全

４
冊（
青
々
企
画
）他
多
数
。

　

田
中
卓
元
学
長
の
ご
葬
儀
し
め
や
か
に

　
十
一
月
二
十
四
日
午
前
二
時
十
分
、
慢
性
腎
不
全
の
た
め
九
十
四
歳
で

ご
逝
去
さ
れ
た
本
学
学
事
顧
問
で
元
学
長
で
あ
る
田
中
卓
先
生
の
ご
葬
儀

が
同
月
二
十
八
日
、
伊
勢
市
岡
本
の
祖
霊
社
に
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ

れ
た
。
当
日
は
、
神
社
界
を
は
じ
め
学
校
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
百
二
十
名

が
参
列
。本
学
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
故
人
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

念
の
日
の
制
定
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
皇
室
問

題
に
つ
き
常
に
大
所
高
所
か
ら
ご
判

断
な
さ
り
、「
詔
書
必
謹
」
の
精
神
で

大
義
・
大
道
を
通
さ
れ
た
。

　

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科

を
ご
卒
業
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
に

本
学
の
教
授
に
ご
就
任
。
昭
和
五
十

五
年
か
ら
同
六
十
三
年
ま
で
本
学
学

長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
六
年
に
本
学

を
退
職
さ
れ
た
後
は
名
誉
教
授
と
し

て
本
学
の
発
展
に
寄
与
。
同
十
年
に

は
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
。

　

祖
霊
社
に
て
執
り
行
わ
れ
た
葬
儀

に
は
、
お
よ
そ
百
二
十
名
が
参
列
。

佐
古
一
洌
理
事
長
は
そ
の
偉
大
な
ご

功
績
と
生
前
の
ご
厚
情
に
深
謝
し
、

「
皇
學
館
大
学
は
、真
の
日
本
人
教
育

の
聖
域
た
る
べ
き
を
保
持
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
偉
大
な

お
教
え
を
身
に
体
し
、
菲
才
微
力
な

が
ら
今
後
を
歩
ん
で
参
る
覚
悟
で

す
」
と
弔
意
を
述
べ
た
。
最
後
に
喪

主
で
あ
る
夫
人
の
華
子
様
が
ご
挨
拶

さ
れ
（
ご
親
族
の
川
北
靖
之
京
都
産
業

大
学
名
誉
教
授
が
ご
代
読
）、そ
の
後
参

列
者
全
員
が
玉
串
を
捧
げ
拝
礼
し
、

葬
儀
は
終
了
し
た
。

　

田
中
先
生
は
ご
専
門
で
あ
る
日
本

古
代
史
の
ほ
か
政
治
や
教
育
等
に
関

す
る
提
言
を
数
多
く
行
い
、
建
国
記

弔
　
辞
（
一
部
割
愛
）

　

皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
・
元
学
長
・
学

事
顧
問
田
中
卓
先
生
の
御
霊
前
に
、
謹
ん

で
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
生
は
、
大
正
十
二
年
十
二
月
十
二
日

大
阪
市
に
て
ご
生
誕
。
昭
和
二
十
年
九
月

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
を
ご
卒

業
。
こ
の
間
、
昭
和
十
九
年
学
徒
出
陣
海

軍
予
備
学
生
を
経
て
海
軍
経
理
学
校
附
と

な
り
、
終
戦
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
同
二

十
二
年
以
降
、
大
阪
府
内
各
所
の
教
育
機

関
を
経
て
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
皇
學
館

大
学
再
興
と
同
時
に
教
授
と
し
て
ご
着
任
、

平
成
六
年
三
月
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、在
職
期
間
は
、教
授
三
十
二
年
に
も
及

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
本
学
の
教
学
体

制
を
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
る
事
に
寄
与
、

教
育
研
究
諸
施
設
の
整
備
拡
充
に
ご
尽
瘁

さ
れ
る
と
共
に
、
建
学
の
精
神
を
高
く
掲

げ
、
旧
皇
學
館
の
歴
史
と
伝
統
の
継
承
に

意
を
注
が
れ
ま
し
た
。
又
こ
れ
と
併
行
し

て
岸
信
介
総
長
付
、
財
団
法
人
皇
學
館
後

援
会
常
務
理
事
、
学
校
法
人
皇
學
館
大
学

理
事
と
し
て
学
園
全
体
の
運
営
に
参
画
さ

れ
ま
し
た
。
再
興
以
来
今
日
ま
で
の
発
展

と
充
実
、そ
し
て
終
始
そ
の
研
究
・
教
育
・

行
政
・
運
営
の
中
心
的
存
在
と
し
て
卓
抜

し
た
見
識
と
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
事

は
ま
こ
と
に
偉
大
な
ご
功
業
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
三
十
八
年
二
月
教
育
界
の
荒
廃
を

憂
い
、
日
本
教
師
会
を
結
成
し
そ
の
会
長

に
ご
就
任
。
以
後
十
五
年
間
に
亘
り
日
本

の
教
育
正
常
化
の
た
め
挺
身
さ
れ
た
事
。

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
建
国
記
念
日
審
議

会
に
参
考
人
と
し
て
招
か
れ
二
月
十
一
日

が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
事
を
歴
史
学
の
立
場

よ
り
意
見
陳
述
。「
建
国
記
念
の
日
」
の
制

定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
事
は
、
日
本
の
教

育
界
・
言
論
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ら

れ
た
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
は
ご
退
職
後
の
平
成
十
三
年
脳
梗

塞
で
倒
れ
ら
れ
半
身
不
随
の
御
身
と
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
不
屈
の
精
神
力
で
再
起
を

果
た
さ
れ
今
日
迄
、
学
問
研
究
や
学
事
顧

問
と
し
て
の
つ
と
め
、
大
学
教
学
の
適
切

な
ご
指
導
に
も
預
か
り
つ
つ
、
日
々
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
そ
の
強
靭
の
尊
姿
に
、
唯

唯
感
銘
感
涙
致
す
の
み
で
あ
り
ま
す
。
又

私
が
、
平
成
二
十
年
理
事
長
に
赴
任
し
ま

し
た
折
、
名
張
学
舎
撤
退
に
つ
き
、「
君
は

誠
心
誠
意
真
心
を
こ
め
て
是
に
あ
た
り
な

さ
い
」
と
の
貴
重
な
力
強
い
み
教
え
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
事
は
、
誠
に
有
難
い
事

で
あ
り
ま
す
。

　

皇
學
館
大
学
は
申
す
迄
も
な
く
「
敬
神

崇
祖
・
尊
皇
愛
国
」を
柱
と
致
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
教
育
を
歴
史
・
文
学
に
、経
済
・

社
会
の
中
に
活
用
す
る
者
を
一
人
で
も
多

く
輩
出
せ
し
め
る
事
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、皇
學
館
大
学
は
、真
の
日
本
人

教
育
の
聖
域
た
る
べ
き
を
保
持
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
偉
大
な
お
教

え
を
身
に
体
し
、
菲
才
微
力
な
が
ら
今
後

を
歩
ん
で
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
迄
の
限
り
な
き
ご
鴻
恩
を
万
謝
し
、

大
き
御
魂
の
安
ら
か
な
ら
ん
事
を
念
じ
つ

つ
、
お
別
れ
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日

�

学
校
法
人
皇
學
館
理
事
長

佐
古
一
洌

�平成３０年度実施 三重県公立学校
教員採用選考試験結果

校種・教科等 現役 既卒 皇大計
小 学 校 ２１ ４２ ６３

中
学
校

国 語 ０ ４ ４
社 会 １ ２ ３
保健体育 ０ １ １
英 語 ０ １ １

高校 保健体育 ０ １ １
特別支援学校 １ ０ １
合　　計 ２３ ５１ ７４

三重県以外（現役のみ）

中学校

神奈川県（国語） １
神奈川県（社会） １
愛知県（国語） １
名古屋市（国語） １
岐阜県（国語） １

小学校

東京都 １
富山県 １
神奈川県 6
川崎市 １
静岡県 １
愛知県 ２
名古屋市 １
大阪府 ２
和歌山県 ２
神戸市 ２
山口県 １

合　計 ２5
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無料のオンライン講座gaccoに
高校生ＳＢＰ講座を開設

gacco

（
ガ
ッ
コ
）
と
は

大
学
教
授
等
に
よ
る
本
格
的
な
講
義
が

誰
で
も
無
料
で
受
け
ら
れ
る
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
す
る
講
座
か
ら

知
的
好
奇
心
を
満
た
す
も
の
ま
で
多
彩

な
ジ
ャ
ン
ル
の
講
義
が
随
時
開
講
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、会
員
数
は
四
十
六
万
人
超
。

障害者雇用優良事業所として表彰
　学校法人皇學館は
このほど平成₃₀年度
「障害者雇用優良事
業所等の厚生労働大
臣表彰」を受賞した。
これは、障害者を積
極的に多数雇用して
いる事業所に贈られるもので、今年度表彰さ
れたのは全国で₂₁件。三重県からは本法人が
唯一選ばれた。

約120名が初穂曳に参加

　₁₀月₁₅日、平成最後の「神嘗奉祝祭」とな
る第₄₇回初穂曳行事に学生約₁₂₀名が参加し
た。本学の学生は平成₁₉年度より初穂曳行事
に参加させていただいており、 ₃ 台ある奉曳
車のうち、一番車を地元の子どもたちと奉曳
している。当日は皇學館奉曳会の学生₁₀名が
木遣りの音頭で曳き子をリード。学生たちは
一体となり、外宮までの約 ₁ キロを心を込め
て奉曳した。参加した学生は「雨の中の奉曳
だったが、木遣りやマイクの方が盛り上げて
くれとても楽しかった。綱を上下に動かしな
がら進むのは結構しんどかった」「奉曳車を曳
かせてもらえるのは皇大生ならではの経験で、
めったにないこと。奉曳車は予想以上に重く
翌日筋肉痛になったが、全力で初穂曳を行っ
た証と思い、達成感を感じた」などと感想を
述べた。

新学長に河
か わ

野
の

訓
さとし

教授
　清水潔現学長の任期
満了（平成₃₁年 ₃ 月）に
伴い、₁₀月₂₆日に開か
れた理事会において、
副学長の河野訓教授が
次期学長に選ばれた。
任期は平成₃₁年 ₄ 月 ₁
日から ₄ 年間。
　現在、河野教授は満₆₀歳。昭和₅₇年東京大
学文学部印度哲学印度文学専修課程卒業。昭
和₆₁年東京大学人文科学研究科印度哲学印度
文学専攻修士課程修了。昭和₆₃年同博士課程
退学。平成₁₂年に博士（文学）を取得（東京大学）。
　文化庁文化部宗務課専門職員、國學院大學
非常勤講師などを経て、平成₁₂年に本学文学
部助教授に着任。平成₁₉年に教授に就任後、神
道学科主任や情報処理センター長を歴任。平
成₂₇年に副学長に就き現在に至る。

日展「書」部門で 
上小倉准教授が入選
　₁₁₁年の歴史を有し、日本で最
も権威のある公募展「日展」の
書部門において本学文学部国文
学科の上小倉一志准教授（上小
倉積山）が入選を果たした。
　今年度（改組新第 ₅ 回日展）の
書の応募総数は₈₅₄₃点。うち、入
選できるのは ₁ 割強という狭き
門だ。作品名は「黄山谷詩」。東
海地区での展示は来年 ₁ 月₃₀日
（水）～ ₂ 月₁₇日（日）、名古屋・
栄の県美術館ギャラリーで開か
れる。

　

本
学
が
再
興
さ
れ
た
昭
和
三
十
七
年
よ

り
、
一
般
市
民
向
け
に
開
催
し
て
き
た
月

例
文
化
講
座
が
十
月
六
日
の
「
言
語
生
活

か
ら
み
た
伊
勢
神
宮
の
魅
力
」（
国
文
学
科
・

齋
藤
平
教
授
）を
も
っ
て
開
講
四
〇
〇
回
を

達
成
し
た
。

　

歩
み
を
遡
る
と
、第
一
回
の
演
題
は「
伊

勢
神
宮
創
祀
の
問
題
」（
国
史
学
科
・
田
中
卓

教
授
）、「
憲
法
へ
の
関
心
」（
教
養
科
・
松
本

米
治
教
授
）と
な
っ
て
い
る
。
清
水
潔
学
長

は
「
開
講
当
時
は
国
民
所
得
倍
増
計
画
が

推
進
さ
れ
、
物
質
的
な
豊
か
さ
を
追
い
求

め
る
傾
向
が
強
ま
る
一
方
で
、
全
国
の
大

学
で
学
生
・
教
職
員
の
抗
議
集
会
や
授
業

放
棄
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
精
神
的
思
想
的

な
混
乱
・
混
迷
は
収
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
情
況
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
時
代

を
超
え
た
価
値
、
精
神
文
化
の
源
泉
、
心

の
拠
り
処
等
に
つ
い
て
の
真
の
知
識
と
教

養
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。
本
学
は
倉
田

山
に
再
び
学
問
教
育
の
場
を
開
き
ま
し
た

が
、象
牙
の
塔
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、学

問
・
研
究
の
成
果
を
広
く
社
会
に
開
放
し
、

啓
蒙
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
の
認

識
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
試
み
の
一
つ
が

月
例
文
化
講
座
だ
っ
た
の
で
す
。
今
で
こ

そ
市
民
講
座
は
各
大
学
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
こ
と
で

し
た
」
と
思
い
を
語
る
。

　

講
座
内
容
は
年
度
ご
と
に
統
一
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
お
り
、平
成
三
十
年
度
は「
さ

ま
ざ
ま
な
資
源
か
ら
み
た
伊
勢
神
宮
の
魅

力
」と
の
テ
ー
マ
の
も
と
、五
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
八
回
の
講
座
が
行
わ
れ
た
。
次

年
度
は
「
即
位
礼
と
大
嘗
祭
の
歴
史
と
文

学
」（
仮
）を
予
定
し
て
い
る
。地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
本
学
で
は
今
後
と
も
さ
ら
に

工
夫
を
重
ね
、
充
実
し
た
講
座
を
開
け
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

十
月
三
十
一
日
、
教
育
学
部
生
物
学
ゼ

ミ
に
よ
る
小
学
校
理
科
の
出
前
講
座
が
二

見
浦
小
学
校（
伊
勢
市
）で
行
わ
れ
、
南
ア

フ
リ
カ
か
ら
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
大
学
の

デ
・
ソ
ー
サ
教
授
ら
五
名
が
視
察
に
訪
れ

た
。
こ
れ
は
日
本
学
術
振
興
会
の
二
国
間

交
流
事
業
の
一
環
に
よ
る
も
の
で
、
一
行

は
日
本
で
の
環
境
教
育
、
及
び
昆
虫
食
の

文
化
等
を
学
ぶ
目
的
で
来
日
。
現
代
の
南

ア
フ
リ
カ
で
は
子
ど
も
の
昆
虫
離
れ
が
進

ん
で
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
昆
虫
へ
の
興

味
を
促
す
教
授
法
を
学
ぶ
た
め
に
本
学
を

訪
れ
た
。
昆
虫
を
教
材
に
し
た
出
前
講
座

を
継
続
的
に
行
う
事
例
は
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
と
い
う
。

　

出
前
講
座
は
三
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ

た
。
授
業
の
内
容
や
実
験
の
材
料
は
学
生

た
ち
が
準
備
し
、
昆
虫
の
特
徴
・
種
類
と

い
っ
た
基
礎
的
な
内
容
か
ら
ア
ワ
ヨ
ト
ウ

の
幼
虫
に
寄
生
す
る
寄
生
蜂
を
題
材
に

「
寄
生
」の
概
念
な
ど
を
伝
え
た
。
児
童
は

四
名
ず
つ
の
班
に
分
か
れ
、
各
班
に
付
い

た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
学
生
と
一
緒
に
昆
虫

を
観
察
・
解
剖
し
な
が
ら
進
め
た
。
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
取
り
組
む
様
子
に
、

視
察
一
行
か
ら
は
「
授
業
の
内
容
は
学
生

が
考
え
た
の
か
」「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
学
生

の
役
割
は
？
」
な
ど
、
教
授
法
や
伝
え
方

の
工
夫
に
つ
い
て
矢
継
ぎ
早
に
質
問
が
出

た
。
デ
・
ソ
ー
サ
教
授
は
「
見
る
・
触
れ

る
と
い
っ
た
実
際
的
な
手
法
を
用
い
な
が

ら
、
ま
ず
個
人
、
次
に
グ
ル
ー
プ
で
協
力

し
て
考
え
る
と
い
う
学
び
の
組
み
立
て
が

非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
各
班
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
学
生
が
子
ど
も
の
興
味
や
質
問

を
う
ま
く
引
き
出
し
て
い
て
素
晴
ら
し
か

っ
た
」
と
語
っ
た
。
中
松
豊
教
授
は
「
今

回
の
視
察
に
向
け
学
生
た
ち
は
英
語
で
説

明
す
る
た
め
に
時
間
を
か
け
て
準
備
を
し

て
き
た
。
生
き
た
国
際
交
流
の
機
会
と
し

て
、
学
生
に
と
っ
て
も
有
意
義
だ
っ
た
」

と
語
っ
た
。

　

月
例
文
化
講
座
が
開
講
四
〇
〇
回

　

南
ア
フ
リ
カ
の
教
授
ら
が

生
物
学
ゼ
ミ
の
出
前
講
座
を
視
察

　

地
方
創
生
に
若
い

力
を
生
か
し
て
ほ
し

い
と
、
無
料
で
学
べ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学

講
座「g

ガ

ッ

コ

acco

」に
現

代
日
本
社
会
学
部
の

新
田
均
教
授
、
岸
川

政
之
教
授
が
高
校
生

Ｓ
Ｂ
Ｐ
講
座
を
開
設

し
た
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｐ
と
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
略

で
、
高
校
生
が
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
学
び

な
が
ら
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
も

の
。
岸
川
教
授
は
一

般
社
団
法
人
「
未
来
の
大
人
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
代
表
理
事
を
務
め

て
お
り
、
八
月
に
同
法
人
が
文
科
省

と
の
共
催
で
本
学
を
主
会
場
に
開
催

し
た
「
第
三
回
全
国
高
校
生
Ｓ
Ｂ
Ｐ

交
流
フ
ェ
ア
」
に
は
全
国
か
ら
二
十

八
団
体
、
高
校
生
約
二
二
〇
名
が
集

結
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
確
実
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
講
座
開
設

の
狙
い
に
つ
い
て
、岸
川
教
授
は「
Ｓ

Ｂ
Ｐ
は
、
高
校
生
た
ち
に
勉
強
で
も

既
存
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
な
い
、
第

三
の
ス
テ
ー
ジ
を
提
供
す
る
一
つ
の

手
段
」
と
語
り
、
Ｓ
Ｂ
Ｐ
に
取
り
組

む
高
校
生
が
増
え
、
本
学
が
Ｓ
Ｂ
Ｐ

の
聖
地
と
な
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

同
講
座
の
受
講
開
始
日
は
十
二
月

四
日（
火
）。
学
習
期
間
は
四
週
間
で
、

こ
れ
ま
で
実
際
に
Ｓ
Ｂ
Ｐ
に
取
り
組

ん
で
成
功
し
た
高
校
生
た
ち
の
事
例

や
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
紹
介
す

る
八
分
程
度
の
動
画
二
十
一
本
を
四

週
に
分
け
て
配
信
す
る
。
開
講
中
な

ら
受
講
開
始
日
以
降
で
も
登
録
可
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
受
講
で
き
る
た

め
場
所
や
時
間
を
選
ば
ず
、ま
た
、掲

示
板
で
は
同
じ
講
義
を
受
講
す
る
仲

間
と
熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰

り
広
げ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
さ
に
大

学
の
ゼ
ミ
さ
な
が
ら
の
深
い
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
講
座
映
像
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
の
依
頼
を
受
け
、
本
学
大
学
生
テ

レ
ビ
局
が
制
作
し
た
。

挨拶に立つ清水学長

記念すべき４００回目の講座には雨にもかかわらず１００
名ほどが来場し、熱心に耳を傾けた

興味深げに視察する教授たち。一行は30日に伊勢に
到着し、研究室を見学し、ゼミ生らと交流した

多くの高校生にチャレンジして
ほしいと呼びかける岸川教授

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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「情報の理解と解釈、その作用について」
第9回現代日本学会記念講演会（11/15㊍）
　都市社会学を専門とす
る講師の荻野勝行先生は
現在、大阪大谷大学人間
社会学部の教授で、カナ
ダのサイモン・フレーザ
ー大学で教鞭をとられた経験もお持ちである。
講演では多種多様な情報ソースが溢れる中で、
その情報を正しく理解することの重要性を熱
く語り、同じ情報であっても受け手の性別や
年齢、文化的背景、そして生活経験により解
釈が異なることを学生との対話形式にてわか
りやすく説明された。何気ない映像の中に織
り込まれた製作者の意図や教育的効果を見抜
くことの難しさと受け手側の情報解釈の多様
性と曖昧さについても指摘され、情報発信に
おける課題を再認識する有益な機会となった。

人間とロボットの付き合い方を提示
コミュニケーション学会講演会（11/15㊍）
　講演会にはコミュニケー
ション学科生、教員、一般の
方など約₁₁₀名が参集した。
講師は人工知能研究の第一
人者で名古屋工業大学准教
授の中村剛士先生。「人工知
能・ロボットと人のコミュ
ニケーション」と題した講演で先生は人間と
ロボットの付き合い方を提示し、開発中の聴
導犬ロボットの話、聴覚障碍者とのコミュニ
ケーション支援等について具体例を交えわか
りやすく説明された。そして、ニーズの高い
人工知能技術者・データサイエンティストに
は「コミュニケーションスキル」と「心理学
的な知見」が必要だと明言され、学生のIoT社
会への関心をより一層高めた講演会であった。

　

前

（
皇
學
館
高
校
一
年
）

田
さ
く
ら
さ
ん
が
優
勝

第
十
九
回
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

ヨ
ー
ク
大
学
・
夏
期
語
学
研
修
体
験
レ
ポ
ー
ト

「
多
文
化
主
義
の
カ
ナ
ダ
で
他
者
へ
の
寛
容
性
を
学
ぶ
」

授
　
業

▁	 Pronunciation clinic

　
「
Ｌ
」
と
「
Ｒ
」
な
ど
日
本
人
に
と

っ
て
発
音
の
区
別
が
難
し
い
単
語
を

ゲ
ー
ム
に
取
り
入
れ
、
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
授
業
で
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
発
音
を
聞
い
て
は
発
声
す
る
練
習

を
繰
り
返
し
、
正
し
い
発
音
で
話
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▁	 “H
istory of Canada”  

	A
cadem

ic W
orkshop

　

カ
ナ
ダ
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
首
都
や
硬
貨
な
ど
カ
ナ
ダ
に
ま

つ
わ
る
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
し
て
、

多
く
を
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

▁	“Canadian-U
.S. Relations” 

	A
cadem

ic W
orkshop

　

カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
特
色
に
つ

ー
が
シ
ェ
フ
だ
っ
た
の
で
毎
日
の
料

理
が
大
変
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
マ
ザ
ー
も
い
つ
も
私
を
気
遣
っ

て
く
れ
、優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
に
生
か
し
た
い
こ
と

　

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
と

異
な
る
文
化
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
受
け
入
れ
る
寛
容
性
を
多
民
族

国
家
で
あ
る
カ
ナ
ダ
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。「
自
分
ら
し

さ
」
を
大
切
に
し
つ
つ
、
他
者
を
尊

重
し
理
解
す
る
姿
勢
を
実
生
活
で
も

実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

帰
国
後
は
発
音
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
リ
ス
ニ

ン
グ
力
も
以
前
よ

り
向
上
し
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
海

外
へ
出
る
こ
と
に

不
安
を
感
じ
る
人

は
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
と
き
は
本
学

　

本
学
文
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
主

催
の
第
十
九
回

高
校
生
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
が
十
月
二

十
一
日
に
開
催

さ
れ
、
皇
學
館

高
校
一
年
の
前

田
さ
く
ら
さ
ん

が
優
勝
に
輝
い

た
。
県
内
十
一

校
、
二
十
四
名

が
参
加
す
る
中
で
見
事
一
位
と
な

っ
た
前
田
さ
ん
は
「
自
信
が
な
く

賞
が
取
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
驚
い
て
い
る
。
何
度
も
読

み
込
ん
で
文
章
を
覚
え
て
か
ら
言

葉
の
意
味
を
理
解
す
る
よ
う
に
し

た
。
同
じ
単
語
が
何
度
も
出
て
き

て
完
璧
に
覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ

た
」
と
練
習
を
振
り
返
っ
た
。

　

審
査
委
員
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
メ
イ
ヨ
ー
准
教
授
は
「
ス
ピ

ー
チ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
上
手
く
表

現
す
る
た
め
、
身
振
り
や
発
音
な

ど
す
べ
て
を
徹
底
的
に
練
習
し
て

き
た
成
果
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た

活
動
を
通
し
て
国
際
社
会
で
貢
献

で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

い
て
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。
盛

ん
な
ス
ポ
ー
ツ
や
国
の
動
物
な
ど
を

取
り
上
げ
、
比
較
し
た
こ
と
で
、
わ

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
リ
ス
ニ
ン
グ
力
も
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。

▁	“Canada’s Relations w
ith the  

	W
orld” Academ

ic W
orkshop

　

ほ
か
の
学
生
に
国
の
ス
ポ
ー
ツ
や

習
慣
な
ど
テ
ー
マ
を
決
め
て
質
問
を

し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
て

発
表
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
し
て
積
極
的
に
会
話
す
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
、
人
前
で
英
語
を
話
す

こ
と
に
対
し
抵
抗
を
感
じ
な
く
な
り

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
若
い
ご
夫
婦

の
お
宅
で
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ

優秀卒論に基づき2名が研究発表
国文学会研究発表会（10/27㊏）
　国文学会は国文学
国語学の研究の促進
及び会員相互の親睦
を図ることを目的に
活動しており、各研
究部会・文学散歩・研究発表会・講演会・会
報発行を実施している。恒例の研究発表会で
は前年度優秀な成績を収めた卒業論文に基づ
き、陳琰さんが「豊子愷 ﹃源氏物語﹄ 底本の検
討」、靳倩倩さんが「森鷗外 ﹃雁﹄ における雁」
を発表した。論の組み立て方や展開の仕方な
どがよく分かるので、次年度は ₄ 年生や ₃ 年
生はもちろん、₁・₂ 年生からの参加も期待し
たい。

質疑相次ぎ、活発に意見交換
皇學館大学史學会研究発表会（11/15㊍）
　₁₁月₁₅日、平成₃₀
年度皇學館大学史學
会研究発表会が本学
で開催され、会長の
松浦光修教授による
挨拶に続き、学内の若手研究者 ₄ 名（①梅田優
歩氏「近世初期山田奉行の広域関与　長野内蔵允
を中心として　」、②豆多真空氏「鹿持雅澄の研究
　『万葉集古義』の注釈を通して　」、③安部玄将氏

「度会府創設についての一考察」、④万代陽華氏「外
交官有吉明の対中国政策　華北工作を中心に　」）
による研究報告がなされた。いずれも濃い内
容で、教員や学部生から質疑が相次ぎ活発な
意見交換が行われた。本学における研究水準
の向上を図るとともに、教育面でも十分な成
果と上げたものと考えられる。

　
か
ね
て
よ
り
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
カ
ナ
ダ
で
の
語
学
研
修
が

今
年
度
新
設
さ
れ
、八
月
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
三
週
間
、

十
一
名
が
ヨ
ー
ク
大
学（York U

niversity

）で
学

ん
だ
。現
地
で
の
様
子
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
二
年
の
市
川
真
理
子
さ
ん
に
伺
っ
た
。

の
英
語
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
親

身
に
話
を
聞
き
、
適
切
な
助
言
を
し

て
く
れ
ま
す
。
海
外
で
は
伝
え
よ
う

と
い
う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、
相
手

に
も
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と

素
敵
な
思
い
出
と
経
験
が
積
め
る
と

思
う
の
で
、
勇
気
を
持
っ
て
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

優勝した前田さん（前列中央）。入賞者には表彰状と盾、副賞の
図書カード、詩集『東海道Road』が贈呈された

入
賞
者

第
一
位�

前
田
さ
く
ら
さ
ん�

�

（
皇
學
館
高
校
一
年
）

第
二
位�

甲
斐
千
紗
都
さ
ん�

�

（
青
山
高
校
二
年
）

第
三
位�

伊
藤
來
夏
さ
ん�

�

（
セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
女
子
学
園
高
校
一
年
）

ヨーク大学（York University）
【設立】１９６０年 【生徒数】６００００名

　ヨーク大学はカナダの経済の中
心地・トロントに位置する総合大学。
カナダでは ３ 番目に学生数が多く、
１５０カ国以上から留学生を受け入れ
ている。キャンパスはカナダ最大の
広さを誇り、図書館やカフェテリア
のほか、アートギャラリーや劇場、シ
ョッピングモールなど〝町〟ともいえ
る充実の設備を備えている。

学びの証である修了証を手に記念撮影

研修プログラム
Week 1 月 火 水 木 金

９：００-１１：１５

Civic Day 
(provincial holiday)
-No Class

ウェルカムレセプション・
キャンパスツアー・オリ
エンテーション

授業 授業 授業

１１：３０-１２：３０ プレースメントテスト 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック
１2：３０-１3：３０ 昼食

13：３０-16：１５ 授業

“Canadian-U.S. Relations” 
Academic Workshop　
Toronto Blue Jays Game (7:00pm)
- Community Leaders

“History of Canada” 
Academic Workshop 授業

Week 2 月 火 水 木 金
９：００-１１：１５ 授業 授業 授業 授業 授業

１１：３０-１２：３０ 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 
１2：３０-１3：３０ 昼食

13：３０-16：１５ 授業 授業
“Canada’s Relations 
with the World” 
Academic Workshop 

授業 授業

Week 3 月 火 水 木 金
９：００-１１：１５ 授業 授業 授業 授業 授業

１１：３０-１２：３０ 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック 発音クリニック ファイナルテスト
１2：３０-１3：３０ 昼食 フェアウェル

パーティー13：３０-16：１５ 授業 授業 授業 授業

授業：７５.００ H ワークショップ：８.２５ H テスト：２.００ H 【合計】８５.２５ H

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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特
別
企
画

倉
田
山
移
転
百
年

　
平
成
三
十
年
の
今
年
、
皇
學
館
は
倉
田
山
に
移
築
し
て
ち
ょ
う
ど
百
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
移
転
を

主
導
し
た
の
が
、「
駅
伝
」の
名
付
け
親
に
し
て
本
学
第
六
代
館
長
で
あ
る
武
田
千
代
三
郎
で
し
た
。
本
企
画
で

は
当
時
の
写
真
と
と
も
に
、
倉
田
山
移
転
に
か
け
た
武
田
館
長
の
思
い
と
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
大
正
七
年（
一
九
一
八
）一
月
、倉
田
山
校
舎
の
一
部

（
教
室
）
が
新
築
竣
工
、
移
転
式
を
挙
行
し
倉
田
山
で

の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。引
き
続
き
三
月
に
本
館（
現
、

記
念
館
）、
そ
の
後
祭
式
教
室
等
も
順
次
建
設
さ
れ
、

大
正
八
年（
一
九
一
九
）九
月
、精
華
寮
の
移
転（
現
、皇

學
館
高
校
・
中
学
校
敷
地
）を
も
っ
て
全
部
竣
工
。
十
月

十
八
日
に
は
、
神
宮
祭
主
久
邇
宮
多
嘉
王
の
台
臨
を

仰
ぎ
、
本
館
改
築
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
倉
田
山
移
転
の
計
画
は
、
大
正
四
年
二
月
に
武
田

千
代
三
郎
館
長
か
ら
発
表
さ
れ
、
翌
五
年
一
月
に
内

務
省
よ
り
認
可
。
同
年
か
ら
敷
地
購
入
お
よ
び
地じ

均な
ら

し
工
事
に
着
手
し
、
足
か
け
五
年
に
及
ぶ
。
大
正
二

年
九
月
に
神
宮
皇
學
館
最
初
の
専
任
館
長
（
従
前
は

神
宮
少
宮
司
な
ど
が
兼
任
）
と
し
て
着
任
し
た
武
田
千

代
三
郎
は
、
一
部
移
転
し
た
後
の
大
正
七
年
四
月
に

大
阪
高
等
商
業
学
校
長
と
し
て
転
出
し
た
が
、
移
転

の
計
画
・
実
施
を
実
質
的
に
主
導
し
た
の
が
武
田
館

長
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

　
移
転
の
理
由
は
、築
二
十
年
を
経
た
館
町
校
舎（
明

治
二
十
九
年
竣
工
。
現
、神
宮
司
庁
宇
治
工
作
所
敷
地
）の

老
朽
化
と
、
低
湿
の
た
め
「
梅
雨
時
は
勿
論
の
事
一

寸
劇は

げ
し

い
雨
に
な
る
と
い
つ
で
も
畳
を
上
げ
る
位
の
懸

念
」（『
五
十
年
史
』）が
あ
っ
た
と
い
う
地
理
的
環
境
に

あ
る
。

　
加
え
て
、
武
田
館
長
に
よ
れ
ば
、「
早

晩
改
築
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
つ

て
居
た
と
こ
ろ
、
賀
陽
宮
様
が
御
就
学

遊
ば
す
と
い
ふ
事
に
な
っ
た
の
で
、
急

に
改
築
を
断
行
し
よ
う
と
云
う
話
に
進

ん
だ
」（『
勢
陽
学
報
』
八
号
）と
い
う
。

　
賀
陽
宮
邦
憲
王
の
子
・
恒
憲
王
は
、学

習
院
中
等
科
を
大
正
四
年
に
退
学
し
て

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
に
転
入
し
て
い
る
。

時
期
的
に
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
神
宮

皇
學
館
で
の
ご
就
学
と
い
う
風
聞
も
し

く
は
期
待
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
移
転
先
と
し
て
は
高
燥
清
雅
の
地
が
求
め
ら
れ
、

「
宇
治
は
土
地
狭
隘
で
あ
り
、
山
田
は
卑
俗
に
失
す

る
」（『
五
十
年
史
』）と
し
て
、
先
に
御
幸
道
路
が
開
通

（
明
治
四
十
三
年
）し
て
交
通
の
便
も
よ
く
、
神
宮
徴
古

館
・
農
業
館
（
明
治
四
十
四
年
か
ら
神
宮
所
管
）
も
建
つ

倉
田
山
が
候
補
地
と
さ
れ
た
。

　
武
田
館
長
は
四
県
の
知
事
を
歴
任
し
、
山
梨
で
の

大
水
害
へ
の
対
応
や
青
森
で
の
十
和
田
湖
開
発
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
、土
木
行
政
に
も
精
通
し
て
い
た
。そ

う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、地
所
を
定
め
る
た
め
、倉

田
山
を
中
心
に
、
道
も
な
い
谷
や
山
も
自
ら
実
地
踏

査
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
或
は
コ
ン
パ
ス
を
採
つ
て

製
図
し
、
或
は
耒ら

い

耜し
（
鋤す

き

）を
以
て
地
を
相そ

う

」
し
た（『
館

友
』
一
二
〇
号
）と
い
う
。

　
丘
陵
地
の
た
め
飲
料
水
確
保
に
不
安
も
あ
っ
た
と

い
う
が
、
試
掘
の
結
果
は
良
好
で
、
倉
田
山
へ
の
移

転
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を
も
つ
当
時
画
期
的
な

運
動
場
（
昭
和
十
二
年
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
よ
り
第
三

種
公
認
）の
計
画
も
武
田
館
長
な
ら
で
は
の
も
の
だ
が
、

「
こ
れ（
倉
田
山
移
転
計
画
）こ
そ
武
田
館
長
の
名
を
一

日
も
我
等
を
し
て
忘
れ
し
め
な
い
所
」（『
創
立
六
十
周

年
記
念
誌
』）と
評
さ
れ
る
ご
と
く
、武
田
館
長
の
倉
田

山
移
転
に
果
た
し
た
功
績
は
極
め
て
大
き
い
と
い
え

る
。

　「
運
動
の
為
に
学
業
を
忘
る
ゝ
が
如
き
は
最
も
戒

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
今
の

学
生
が
運
動
す
る
暇
が
な
い
と
の
口
実
の
下
に
、
却

て
佚い

つ

楽ら
く

を
貪む

さ
ぼ

ら
ん
と
す
る
の
傾
向
あ
る
は
歎
ず
べ

し
」（『
理
論
実
験
競
技
運
動
』明
治
三
十
七
年
刊
）と
、学

業
と
運
動
の
両
立
を
信
念
と
し
た
武
田
館
長
の
思
い
、

さ
ら
に
は
皇
學
館
が
倉
田
山
で
歩
ん
で
き
た
そ
の
道

の
り
に
触
れ
る
機
会
と
な
れ
ば
何
よ
り
で
あ
る
。

�
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
　
大
平
和
典

「皇學館生としての誇りを」
博物館で卒業展示「移りゆく皇學館」開催
　「移りゆく皇學館〜倉田山移
転百年記念〜」と題し開催され
た博物館学芸員課程卒業展示。
テーマ展示「学生生活をみる」
を解説してくれた妹尾康平さん
（国史 ４年）は「そうそうたる教授陣やL（Literature）
の形をした学部章など初めて知ったことは多い」と
語り、「自分の大学について知識を深めておくことは
とても大事。諸先輩方と同じく皇學館生としての誇
りを持ち、その名に恥じないよう努めたい」と話した。

寮歌を後世に歌い継ぐ
第 ４回伊勢寮歌祭に70名が参加
　１０月 ６ 日、明治維新１５０
年・平成３０年記念「第 ４
回伊勢寮歌祭」が本学倉
陵会館にて行われ、全国
から７０名が参加。参加者
は母校の法被を纏い青春を回想しながら、声高らか
に寮歌を斉唱した。戦後の新制皇學館大学の心の拠
り所でもあった精華寮寮歌「若草萌ゆる」を斉唱の
際は、現役学生も混ざり大熱唱。寮歌を後世に歌い
継ごうとする卒業生の想いを感じる寮歌祭となった。

寮史に新たな １ページ
精華寮・貞明寮を統合
　教育寮として位置づけら
れる本学の学生寮。平成３１
年 ４ 月から精華寮（男子）・貞
明寮（女子）を同一敷地内に
男女別棟で運営することが
決まり、９月２７日、貞明寮移転工事の地鎮祭が建設予定
地である精華寮南寮中庭において執り行われた。佐古
一洌理事長や清水潔学長をはじめとする学校関係者、
工事関係者が見守る中、松本丘教授が斎主、学生 ４名が
祭員を務め式を斎行。工事の無事故と安全を祈願した。

　

体育振興家であった武田館長自慢の近代的運動場

神宮皇學館平面図（大正 8年度）　主要建物の広さは事務所１６６坪余、教室３８０坪余、祭式教室約１０５
坪余、閲覧室約４８坪余、剣道場約１５３坪余等

武田千代三郎館長

１周３００mのトラックは当時としては画期的だった

正門

玄関

館舎
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　修学旅行はとても充実していて良い思い出になりま
した。台風が来ていて天気予報が傘マークだったにも
かかわらず、 3日間晴れの天気で最高でした。軍艦島
見学と太宰府天満宮参拝はできなくて残念でしたが、
それを忘れるくらい楽しむことができました。 1日目
は鹿児島の知覧を訪ねました。九州の中でもずいぶん
南にあるので電車でも行くのに時間がかかりました。
この修学旅行では知覧の方々の話を聞いたり、平和公
園や長崎原爆資料館へ行ったりと、戦争のことについ
てたくさん勉強できたと思います。そのことから戦争
は絶対に起こってはならないと思ったし、命の大切さ
を改めて感じることができました。

　この ４日間は多くを学び、九州を肌で感じ、そして友
達とのかけがえのない思い出を作ることができた貴重
な時間でした。これまで漠然としか知らなかった九州
ですが、実際に行くと江戸末期に活躍した人々や指宿

の砂風呂、長崎の夜景など、名
所や特産物、深い歴史について
知ることができました。多くの
魅力に接することで九州がよく
分かり、ますます好きになりま
した。この楽しい経験を同級生
と共にできたことをこれからも
忘れないようにしたいです。

九州方面への修学旅行が10月 3 日から ３泊 ４日の日程で行われた。今年は台風
の接近で天候が危ぶまれたが、若干の予定変更はあったものの雨に降られる

こともなく全ての行程を無事に終えることができた。生徒たちにとっては印象深く
思い出に残る修学旅行になったに違いない。以下に生徒の感想を紹介する。

秋晴れの下、2 年生が九州方面へ修学旅行

１１月 ９・１０日に ２ 年生32名が
尾鷲・熊野で自然・産業体験宿泊研修

戦争について学び、命の大切さを知る�
� 2 年 7 組　佐 田 舞 葉

九州の魅力に触れ、好きな地に�
� 2 年10組　吉 田 さくら

ごめんなさい。そして、ありがとう� 中学 3年Ａ組　植 松 央 楽

いつまでも一番温かい存在� 高校 1年 7組　森 叶

甘くみずみずしかったみかん� ２ 年Ａ組　大 矢 梨 央

印象に残った花の窟神社� ２ 年Ｂ組　濱 口 愛 規

　

フィリピンの文化に触れる
【９月２０日】国際理解・国際交流プログラム
　 ₉ 月₂₀日に三重県国際交流財団による国際理解・
国際交流プログラムを実施。今年度はフィリピン人
の講師とフィリピンに在住経験のある日本人講師を
お招きし、 ₃ 年生を対象に授業を行っていただいた。授業ではまずフィリピン
の国について講話をしていただき、その国民性や文化など予備知識を学んだ後、
グループに分かれワークショップを実施。「私の大切なもの」とのトピックにつ
いてディスカッションが繰り広げられ、価値観の違いの理解や共有を図った。
最後に設けたQ＆Aの時間では直接講師の先生に英語で質問するなど、英語によ
るコミュニケーションの実践にもなった。

　

勝敗をも左右するチームワーク
【９月１８日】体育大会
　快晴に恵まれて優勝! 嬉しかったです。
　今年は不思議なほど天気の巡り合わせが悪く、雨
天延期が ₃ 回も続き、これが最後の予備日という日
にやっとできた体育大会。最高の結果が出せて良かったと思いました。
　クラス＋一脚の時、ゴール直前で紐がほどけるアクシデントが起きて ₃ Aに
点差を一気に縮められてしまったけれど、クラスのみんながチームワークを最
大限に発揮して、競技に燃えることができたと思います。それを一番感じたの
が、綱引きの時でした。 ₃ Aの圧倒的勝利だと言われていたのに、₃ B綱引きチ
ームが粘り強さを見せ、あと一歩のところまでいきました。結果はともかく、応
援を含めてクラスが一つになった場面でした。勝敗を左右するチームワーク。
これからもみんなで大切にしていきたいです。 ₃ 年B組　濱

はま

地
ち

浩
ひろ

喜
き

　今回最も印象に残ったのは、花の窟
いわや

神社です。祭
られている伊

イザナミノミコト

弉冉尊が死の国から出られないようフ
タをした石がご神体でとても大きかったことや、花
の窟神社が『日本書紀』に記されていることにも驚
きました。大昔から今も変わらず季節の花を供え、音楽を奏で、舞踊っ
てイザナミをお祭りしていることに感動しました。

　何といっても印象に残るのはみかん狩りです。教えてもらった見分け
方で選んで口にすると、普段食べているみかんよりも甘くてみずみずし
いことに驚きました。もっとたくさん穫って帰りたかったです。この ２
日間は本当に盛りだくさんで、一つひとつとても良い経験ができました。

「家庭に感謝する日」の行事

　「職業調べ」の時、父にインタビュ
ーした。「なぜ、今の仕事を選択した
の？」との問いに、父の答えは「こ
の仕事なら、家族を苦労なく養って
いける」だった。その時から「家族」
という存在を意識し始めた。
　私にとって家族とは、とても頼れ
る存在でありながら、なぜか近づき
にくい。父は我が家の大黒柱。母は
家事を全て一人でこなし、私を万全
の態勢でサポートしてくれる。兄は

いつでも相談にのってくれる。しか
し、家族にとって私はどうだろう？
　まだ父のような意識の高さで将来
の職業を考えることもできない私だ
が、人生で一番長く時間を過ごすの
は家庭だと思うし、感謝の言葉が大
切だとも分かっている。だから、今
日は素直な言葉にしてみたい。お父
さん、お母さん、お兄さん、「いろい
ろと、ごめんなさい」「いつも、あり
がとうございます」。

　寮生活のため家族とは月に一度程
度しか会うことができない。しかし、
毎日のように連絡をくれ、成績や部
活のことより、一番に健康を心配し
てくれる。本当に嬉しいし、頑張ろ
うとスイッチを入れ直すことができ
る。時には意見がぶつかることもあ

るが、私を心配してのことだし、私
の意見もしっかり聞いてくれる。そ
の言葉一つひとつが私にとって大き
な支えとなっていることを伝えたい。
家族は私にとっていつまでも一番温
かい存在だ。本当にありがとう。

10月30日に「家庭にする日」の行事が行われ、教職員、生徒全員で教育勅語の謹書を行った。謹書は後日
明治神宮に奉納される。また、この日までに生徒が書い
た作文の一部を抜粋して紹介する。

9月28日に体育大会を開催

 

　雨天のために延期されていた体育大
会が見事な秋晴れの下、盛大に開催さ
れた。クラブ対抗リレーやむかで競争、
先生方も登場しての学年対抗で競うシ
ークレットレースなど、どの競技も盛
り上がり、午後からは学年対抗の応援
合戦が繰り広げられた。校友会総務副
委員長の西岡海翔さんは「勝てば喜び
合い、負ければ励まし合う姿から、各
クラスの絆を見ることができた。この
絆を大切に、今後行われるクラスマッ
チなどの行事がより良いものなってほ
しい」と期待を込めて語った。大会結
果は以下の通り。

総合結果
優　勝 ₃ 年 ₅ 組
準優勝 ₂ 年 ₃ 組
第 ₃ 位 ₁ 年 ₅ 組

校友会の 3名に優良生徒賞
　₁₀月₂₀日、津市の三重県総合文化センターに
おいて第₅₄回三重県私学大会が開催され、皇學
館高等学校 ₃ 年の黒田結規さん（前校友会総務委
員長）と瀬田京子さん（前校友会総務副委員長）、皇
學館中学校 ₃ 年の谷水彩乃さん（校友会総務委員長）の ₃ 名が優良生徒として表彰を
受けた。黒田さんは「皇學館高校を代表していただいた賞なので身の引き締まる思
い」と話し、瀬田さんは「校友会の活動は行事の準備など苦しいときもありました
が、他の校友会の仲間たちと協力して乗り越えることができた。今回の受賞はその
努力が報われたもの」、谷水さんは「校友会役員のみんなの意見を一つにまとめるの
に苦労したが、表彰を受けて嬉しかった」と喜びを語った。

高
　
校

中
高
合
同

中
学
校

左から谷水さん、黒田さん、瀬田さん
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イベントカレンダー
各講座の詳細につきましては本学ホームページにて
ご確認ください。その他、お問い合わせは皇學館大
学地域連携推進室（₀₅₉₆︲₂₂︲₈₆₃₅）へお願い致します。
時時場所（■本学 ■他）料料金対対象予予約問問合先

　

　

近鉄文化サロン阿倍野 共催講座
会場●近鉄文化サロン阿倍野

詳細は近鉄文化サロン阿倍野（₀₆︲₆₆₂₅︲₁₇₇₁）へ 
お問い合わせください。有料・要予約

 12/15土 15：30～
1日・短期講習会 『日本書紀』を読む

「景行天皇⑵」　講師●大島信生（文学部教授）

 12/22土 15：30～
神道と仏教　神仏習合と神仏分離　

「苗木藩における神仏習合と神仏分離」
講師●河野　訓（文学部教授）

 1 /12土 15：30～
古事記を読み解く
　雄略天皇後半～推古天皇の段

「欽明天皇」　講師●白山芳太郎（文学部教授）

 1 /26土 15：30～
神道と仏教　神仏習合と神仏分離　

「神仏分離の全国への展開」
講師●河野　訓（文学部教授）

 2 / 2 土 15：30～
1日・短期講習会 
『伊勢参宮名所図会』を読む
「瀬田の唐橋から矢橋」
講師●岡野友彦（文学部教授）

 2 / 9 土 15：30～
古事記を読み解く
　雄略天皇後半～推古天皇の段

「敏達天皇」　講師●白山芳太郎（文学部教授）

 2 /16土 15：30～
1日・短期講習会 『日本書紀』を読む

「景行天皇⑶・成務天皇」
講師●大島信生（文学部教授）

 2 /23土 15：30～
1日・短期講習会 
三国とその後の皇帝即位
講師●堀内淳一（文学部准教授）

12月
 2
土
2 　 研究開発推進センター神道研究所公開学術シンポジウム
   鈴木重胤翁の人と事蹟

パネリスト● 
加茂正典（文学部教授・研究開発推進センター共同研究員） 
浦野聡子（研究開発推進センター助教） 
佐野真人（研究開発推進センター助教） 
司会●大平和典
時₁₃：₃₀～₁₇：₀₀ 場佐川記念神道博物館講義室
料無料 対一般（定員₅₀名） 予必要
問研究開発推進センター神道研究所
　ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₆₉　ＦＡＸ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₆₃
　sken@kogakkan︲u.ac.jp

僕たち ３年生にとって最後の皇中祭。
全力を尽くそうと気合いが入りました。
展示はギリギリまで悩み、意見の違い
でケンカもあったけれど、前よりもっ
と仲良くなり、お互いを知ることがで
きたと思います。当日は説明などのお
もてなしにも心を込めたので、楽しん
でもらえたと思っています。クラスの
みんなの顔はやりきった感があふれて
いました。結果は「展示が １ 位! 合唱
は ２位!」。本当に嬉しかったです。友
だちみんなとアドバイスしてくださっ
た先生に感謝したいです。最高の皇中
祭でした。� 3 年Ａ組　正岡優仁

皇高祭で
学校が一つになれた
校友会総務副委員長
志 村 　茜（ ₂ 年 ₉ 組）

　今年の皇高祭には校友会役員として参加しました。
この皇高祭を通して、たくさんの人に力を貸してい
ただき、そのありがたみを感じることができました。
なぜなら、皇高祭の準備や当日の運営がこんなにも
大変なことだと思っていなかったからです。校友会
の先輩方は大変な思いをしながらより多くの人が楽
しめるようにたくさんの工夫をしてくださっていた
ことを実感しました。今年は私がその体験をするこ
とができ、自分の成長の糧にすることができました。
無事に皇高祭を終えることができたのは、そばで支
えてくださった先生方、共に頑張った校友会役員の
仲間、協力してくれた皇學館高校生全員のおかげだ
と思っています。皇高祭で皇學館高校全体が一つに
なれた気がしてとても嬉しかったです。この皇高祭
での経験を生かし、これからは私がこの学校にたく
さん貢献していけるよう、精一杯頑張ります。

第５７回�倉陵祭
１０月２7日土・２8日日
テーマ●中興
先輩方の気持ちを
絶やしたくない
倉陵祭実行委員長　
松 村 明 洋（神道学科 ₂ 年）

　人員が集まらず、開催が危ぶまれた今年の倉陵祭。
このままでは₅₆回の伝統が絶えてしまうとの思いか
ら、実行委員長に名乗りを上げました。本来はリー
ダーシップをとるのが苦手で手探り状態ではありま
したが、心掛けたのは笑顔になれる雰囲気づくりと
無理をさせないこと。そのため、時には冗談を言っ
たり声掛けをこまめにして、メンバー一人ひとりが
楽しく活動できるよう努めました。そして、無事に
第₅₇回倉陵祭を開催でき、感謝の気持ちでいっぱい
です。倉陵祭は学生同士がつながる場であり、また、
日頃学生が取り組んでいる成果を発揮する場でもあ
ります。その意義を忘れることなく、かつ先輩方が
脈々と受け継いできた倉陵祭の勢いを衰えさせず、
次年度からも継続していってくれることを切に願っ
ています。

●祭　典
倉陵祭初日の午前 ９時より執り行われた祭典。祭
の成功と安全を祈願した。

●樽神輿
倉陵祭伝統の行事「樽神輿」が、
今年も学内巡行し、祭を盛り上
げた。

●こども広場
倉陵会館・こども広場ではレクリエーション部の劇
「オズの魔法使い」が ２時間の上演にもかかわらず
大盛況。副部長の北村桃子さん（教 ３）は「子どもた
ちが喜んでくれ、半年にわたり準備してきた甲斐が
あった」と笑顔を見せた。

●井上康生氏の記念講演
「一流の人は常に最悪の状況を想定し、準備を怠らない」と語っ
た井上氏。西口祥俉さん（文 １）は「質疑応答の際、どの質問に
も真摯に答えていた姿が印象的だった」と感想を話した。

第５６回�皇高祭
９月２０日木・２１日金
テーマ●ともに 〜仲間と進め君らしく〜

●祭　典
厳粛な雰囲気の中、神様に学業を修められたこと
への感謝の気持ちと、その成果をご奉告。そして
文化祭の成功を願い、お祈りを捧げた。

●講演「あきらめない心」 
　ちゃんへん．さん
世界的ジャグリングパフォーマーと
して活躍されているちゃんへん．さ
んによる講演、パフォーマンスを
観賞。

●クラス展示
力作揃いのクラス展示。２ 年 ２ 組は
１ 万枚以上の写真を使い、修学旅行
で訪れる鹿児島桜島のモザイクアート
を作り上げた。

●レクリエーション
校友会主催のジャンケン列車を全校生徒で
行った。

第３９回�皇中祭
１０月２０日土・２１日日
テーマ●美しい虹を架けよう 
　　〜可能性は無限大〜

「挑戦、協力、努力」の
大切さを実感
総務委員長
谷 水 彩 乃（ ₃ 年Ｂ組）

　私は総務委員長として、 ₇ 月中旬から校友会本部
と準備を始めました。はっきりと指示を出すのが本
当に難しくて大変でした。しかし、支えてくださっ
た先生方、本部の仲間、クラスの仲間のおかげで頑
張ることができました。当日はそれぞれ可能性を信
じて今まで積み上げてきたものを最大限に発揮でき
たと思います。「挑戦、協力、努力」の大切さを改め
て実感しました。私は総務委員長として皇中祭を作
り上げることができ、本当にうれしかったです。今
年の皇中祭は私にとって最高の皇中祭となりました。

●合唱コンクール
各クラスとも、息のあった合唱を披露。「RAIN」を
歌った３年B組が優勝に輝いた。

●クラス展示
優勝したのは３年A組で、テーマ
は「感じる音楽世界」。

●記念講演
栗コーダーカルテットによる記念講演では、NHK
ピタゴラスイッチのテーマ曲など誰もが一度は耳
にしたことのある曲が演奏され、盛り上がった。

平成最後の学園祭が閉幕

平成29年度卒業生・萼の会より 
65インチの電子看板寄贈
　平成₂₉年度卒業生ならびに萼の会から
デジタルサイネージ（電子看板）が寄贈さ
れ、記念館傍に設置された。₆₅インチの
液晶ディスプレイは時間が経つと画面が
切り替わり、学生が出場した大会の結果
や、定期演奏会等のイベント案内が表示
される。画面は天候を問わず見やすく、学
生の活躍を周知できるツールとして好評
だ。卒業生・萼の会の皆様、本当にあり
がとうございました。

たくさんのご来場、ありがとうございました
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高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。

　本学の学生₂₂名が ₈ 月 ₆ 日から₁₀日にかけて
「平成₃₀年 ₇ 月豪雨」で被災した岡山県倉敷市真備
町を訪問し、子ども保育ボランティアを行った。こ
れは、西日本豪雨災害に際し、教育学部生である
ことを生かせるボランティアを探していた秋元雅
仁准教授が倉敷市教育委員会主催の「幼児児童保
育ボランティア」を知り、参加を募ったもの。現
地では、がれきの撤去など家屋の片付け等を行っ
ている人々の子どもたちを対象に、絵本の読み聞
かせや昼食、昼寝の準備・補助・片付け、外遊び、
工作等の保育を行った。

　水没した被災地の現状を目の当たりにした学生
たちは初めこそ戸惑っていたが、園児や小学生た
ちに対しては不安を感じさせず、懸命に向き合う
姿が見られた。参加した学生からは「本当に楽し
そうに外で遊ぶ子どもを見て、私たちが当たり前
に思っている日常がこの場所では貴重なのだと感
じた」（髙林美佑さん・ ₄ 年）、「仲良くなるにつれ被
害状況を語り出し、心に大きな傷とストレスを抱
えているのを実感した」（高木麻衣さん・ ₃ 年）、「子
どもたちと触れ合ったことで、自分の夢である『教
師』をさらに意識することができた」（竹中一真さ

ん・₂ 年）、「参加する前はどこか他人事のように思
ってしまっていたが、実際に自分の目で見て現地
の人の話を聞くと、自分にもっとできることがな
いだろうかと考えるようになった」（中村美仁さん・

₂ 年）などの感想が聞かれ、ボランティア活動を通
して多くの気づき・学びがあったようだ。
　なお、激励に訪れてくださった本学卒業生の牧
博嗣岡山県神社庁長、宿舎をご提供いただいた總
社宮様をはじめ、本活動にあたりお世話になった
すべての方、館友に、紙面をお借りして御礼申し
上げます。

　マジシャンとして国内外のステー
ジに出演している岡村真衣さん（国

文 ₂ 年）が手品を通じて伊勢志摩を
盛り上げたいと「ミス伊勢志摩」に

応募。愛らしい笑顔とともに得意の
「伊勢うどんマジック」を披露し、見
事、ミス伊勢志摩グランプリの座を
射止めた。岡村さんは「身に余る光
栄。自己PRで伊勢うどんと同じ太さ
のロープを使い、長さや本数を変え
るマジックをしたところ非常に興味
を持っていただき、『来年は伊勢うど
ん大使にならないか？』と声を掛け
てくださった方もいました」と笑顔
で話す。₁₀月 ₅ 日の表彰式から ₁ 年
間は撮影会や観光イベントへの参加
が予定されており、岡村さんは「生
涯にわたり残る『ミス伊勢志摩』の
称号と皇學館生の名に恥ずかしくな
い振る舞いをモットーに、地元の物
を使ったマジックで伊勢志摩の魅力
を伝えられたら」と抱負を語った。

　 ₈ 月₂₆日に名古屋国際会議場で開
催された第₇₃回東海吹奏楽コンクー
ル・高校Aの部において皇學館高校
吹奏楽部が金賞に輝いた。₁₃₀名とい
う大所帯をまとめる部長の安田朋未
さん（ ₃ 年）は「結果を聞いた瞬間、喜
びとともにこれまでお世話になった
方々への感謝の気持ちがあふれてき
ました。全国大会には出場できませ

んでしたが本番中は楽しく演奏でき、
部員一人ひとりが全力を出せたと思
うので悔いはありません」ときっぱ
り。「私たちの部は仲の良さが取り柄。
先輩も後輩も一つの音楽を作り上げ
る仲間であり、悩んだり困ったとき
はいつでも相談し合います。そうし
た部風が音色にも反映されていると
思います」と話した。「前川幸生先生

の『自身を正し
いと思う前に疑
え』との言葉を
胸に、さらなる
高みをめざした
い」と語る安田
さん。今後の飛
躍に期待したい。

　瀨古翔洋さん（教育 ₄ 年）が ₉ 月₂₉
日・₃₀日に日本武道館で開催された
平成₃₀年度全日本学生柔道体重別選
手権大会に出場。男子₆₀kg級でベス
ト ₈（第 ₅ 位）入賞を果たした。「落ち
着いて臨めた」と話す瀨古さんは ₃
回戦で樋口裕大選手（同大会優勝者）

とあたり準決勝進出はかなわなかっ
たものの、「体力的には負けていない
と感じることもあった」と手応えを
感じた様子。一方で、「勝ち上がって
いくにつれ集中力が切れてくる。
最後まで専心するメンタルの強さ
が必要」と分析し、課題とした。
なお、同大会の成績により₁₁月
₄ 日・₅ 日に千葉県で行われた
講道館杯への出場を決め、ベス
ト₁₆と善戦した瀨古さん。「高

校のときは弱かった自分が佐藤先生
の指導の下、このような成績を収め
られとても感謝している。後輩たち
はベスト ₄ 、優勝をめざして頑張り、
皇學館の名を全国に広めて」と願い
を託した。

　₁₀月₁₄日、キンボールスポーツア
ジアカップが中国・吉林省で開催さ
れ、教育学科 ₄ 年の山城美菜さんが
メンバー入りしている日本女子代表
チームが見事優勝 ! 連覇を果たした。

「どの国よりも厳しく苦しい練習を
乗り越えてきたので、勝つ自信はあ
りました」と山城さん。サーブ・攻
守の切替えなどすべてにおいてスピ
ードが速いことや技の多さ、団結力
等が日本チームの持ち味だという。
山城さんは「声掛けなどいつも以上
にメンバー同士が助け合い、ピンチ
を抜け出すことができました。また
チームワークもさることながら、切
磋琢磨しながら各々が個人の力を高
めたからこそ、今回の勝ちにつなが
ったと思います」と大会を振り返り、
「次の目標はワールドカップの日本
代表メンバーに選ばれること。その
ためにもトレーニングを重ね、今よ
りももっと強くなりたい」と意欲を
語った。

豪雨被災の倉敷市真備町で22名が子ども保育ボランティア

〝伊勢うどんマジック〞で審査員を魅了
岡村真衣さ（国文２）んがミス伊勢志摩グランプリに

皇學館高校吹奏楽部が
東海吹奏楽コンクールで金賞受賞

柔道・瀨古翔洋さ（教育４）んが
全国大会ベスト8（第 5位）

山城美菜さ（教育４）んら日本チームが
キンボールスポーツアジアカップで優勝!
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